
国
際
獣
疫
事
務
局
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
代
表
事
務
所
の
特
権
及
び
免
除
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
国
際
獣
疫
事
務
局
と
の
間
の
協
定
の
説
明
書

外

務

省
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一

一

概
説

１

協
定
の
成
立
経
緯

国
際
獣
疫
事
務
局
（
以
下
「
Ｏ
Ｉ
Ｅ
」
と
い
う
。
）
は
、
大
正
十
三
年
（
千
九
百
二
十
四
年
）
に
國
際
獸
疫
事
務
局
ヲ
巴
里
ニ
創
設
ス
ル
爲
ノ
國
際
協
定

に
基
づ
い
て
パ
リ
に
設
立
さ
れ
た
国
際
機
関
で
あ
り
、
家
畜
疾
病
に
関
す
る
研
究
及
び
調
査
の
促
進
、
疾
病
の
発
生
及
び
撲
滅
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び

各
国
へ
の
通
報
並
び
に
動
物
及
び
動
物
由
来
製
品
の
国
際
貿
易
に
関
す
る
衛
生
基
準
の
策
定
等
を
そ
の
主
な
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
百
八
十
二

箇
国
及
び
地
域
が
加
盟
し
て
お
り
、
我
が
国
は
、
昭
和
五
年
（
千
九
百
三
十
年
）
に
Ｏ
Ｉ
Ｅ
に
加
盟
し
た
。
平
成
二
年
（
千
九
百
九
十
年
）
の
第
五
十
八
回

Ｏ
Ｉ
Ｅ
総
会
に
お
い
て
、
東
京
に
国
際
獣
疫
事
務
局
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
代
表
事
務
所
（
以
下
「
事
務
所
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
平
成
四
年
（
千
九
百
九
十
二
年
）
に
事
務
所
が
東
京
に
設
置
さ
れ
た
。
我
が
国
は
、
事
務
所
の
設
置
国
と
し
て
、
事
務
所
に
対
し
て
そ
の
活

動
に
必
要
な
特
権
及
び
免
除
等
を
付
与
し
、
事
務
所
の
活
動
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
事
務
所
の
特
権
及
び
免
除
に
関
す
る
Ｏ
Ｉ
Ｅ
と
の
間
の
協
定
の
締
結

に
向
け
た
交
渉
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
協
定
案
文
に
つ
い
て
Ｏ
Ｉ
Ｅ
と
の
間
で
調
整
が
整
っ
た
た
め
、
令
和
元
年
（
二
千
十
九
年
）
十
二
月
二
十
日
、
日

本
側
在
フ
ラ
ン
ス
阿
部
臨
時
代
理
大
使
と
Ｏ
Ｉ
Ｅ
側
エ
ロ
ワ
事
務
局
長
と
の
間
で
こ
の
協
定
の
署
名
が
行
わ
れ
た
。

２

協
定
締
結
の
意
義

こ
の
協
定
は
、
我
が
国
と
Ｏ
Ｉ
Ｅ
と
の
間
で
事
務
所
及
び
事
務
所
の
職
員
が
享
有
す
る
特
権
及
び
免
除
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
協
定
の

締
結
に
よ
っ
て
、
我
が
国
が
事
務
所
の
設
置
国
と
し
て
、
事
務
所
の
活
動
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
は
、
家
畜
疾
病
の
我
が
国
へ
の
侵
入
リ
ス
ク
の
低
減
や
、

畜
産
物
の
輸
出
入
環
境
の
整
備
等
に
寄
与
す
る
ほ
か
、
食
料
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
協
定
の
締
結
は
、
我
が
国
と
Ｏ
Ｉ

Ｅ
と
の
間
の
協
力
関
係
の
強
化
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

協
定
の
主
要
な
内
容

こ
の
協
定
は
、
前
文
、
本
文
十
七
箇
条
及
び
末
文
か
ら
成
り
、
そ
れ
ら
の
主
要
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

事
務
所
は
、
法
人
格
を
有
し
、
契
約
し
、
不
動
産
及
び
動
産
を
取
得
し
、
及
び
処
分
し
、
並
び
に
訴
え
を
提
起
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
定
め
る
（
第

二
条
）
。

２

事
務
所
の
文
書
は
、
不
可
侵
と
す
る
こ
と
を
定
め
る
（
第
三
条
）
。



二

３

事
務
所
の
施
設
は
、
不
可
侵
と
す
る
こ
と
等
を
定
め
る
（
第
四
条
）
。

４

日
本
国
政
府
（
以
下
「
政
府
」
と
い
う
。
）
は
、
事
務
所
と
協
議
し
て
、
必
要
な
公
益
事
業
及
び
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
施
設
に
提
供
さ
れ
、
並
び
に
そ
の
公

益
事
業
及
び
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
衡
平
な
条
件
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
最
善
の
努
力
を
払
う
こ
と
等
を
定
め
る
（
第
五
条
）
。

５

事
務
所
は
、
事
務
局
長
が
事
務
所
の
免
除
を
明
示
的
に
放
棄
し
た
特
定
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
形
式
の
訴
訟
手
続
の
免
除
を
享
有
す
る
こ
と
、

事
務
所
の
財
産
及
び
資
産
は
、
事
務
所
の
公
的
活
動
の
範
囲
内
で
、
事
務
局
長
の
同
意
が
あ
り
、
か
つ
、
事
務
局
長
が
合
意
し
た
条
件
に
よ
る
場
合
を
除
く

ほ
か
、
捜
索
、
押
収
、
没
収
、
差
押
え
、
収
用
及
び
他
の
あ
ら
ゆ
る
形
式
の
干
渉
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
等
を
定
め
る
（
第
六
条
）
。

６

事
務
所
並
び
に
そ
の
財
産
、
資
産
及
び
収
入
は
、
事
務
所
の
公
的
活
動
の
範
囲
内
で
、
事
実
上
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
使
用
料
に
す
ぎ
な
い
税
を
除
く
ほ
か
、

全
て
の
直
接
税
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
、
事
務
所
が
輸
入
し
、
又
は
輸
出
す
る
物
品
及
び
事
務
所
の
刊
行
物
に
関
し
、
関
税
を
免
除
さ
れ
、
並
び
に
輸
入
及
び

輸
出
に
対
す
る
禁
止
及
び
制
限
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
等
を
定
め
る
（
第
七
条
１
）
。

７

事
務
所
は
、
消
費
税
並
び
に
動
産
及
び
不
動
産
の
売
買
に
対
す
る
税
で
あ
っ
て
そ
の
価
格
の
一
部
を
成
す
も
の
の
免
除
を
要
求
し
な
い
こ
と
、
政
府
は
、

事
務
所
が
事
務
所
の
公
的
活
動
の
た
め
に
財
産
の
重
要
な
購
入
を
行
う
に
際
し
当
該
購
入
に
関
し
て
こ
れ
ら
の
税
を
課
し
、
又
は
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
に
は
、
で
き
る
限
り
税
額
の
減
免
又
は
還
付
の
た
め
に
適
当
な
行
政
上
の
措
置
を
と
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
定
め
る
（
第
七
条
２
）
。

８

事
務
所
は
、
い
か
な
る
種
類
の
資
金
、
金
、
通
貨
又
は
有
価
証
券
も
自
由
に
受
領
し
、
取
得
し
、
保
持
し
、
及
び
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
定
め

る
（
第
八
条
）
。

９

事
務
所
又
は
事
務
所
の
職
員
宛
て
の
全
て
の
公
用
通
信
及
び
事
務
所
が
発
出
す
る
全
て
の
公
用
通
信
に
つ
い
て
は
、
伝
達
の
手
段
又
は
形
態
の
い
か
ん
を

問
わ
ず
、
検
閲
及
び
他
の
い
か
な
る
形
態
の
妨
害
又
は
秘
密
の
侵
害
も
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
等
を
定
め
る
（
第
九
条
）
。

事
務
所
の
職
員
は
、
公
的
な
立
場
で
事
務
所
の
職
員
が
行
っ
た
口
頭
又
は
書
面
に
よ
る
陳
述
及
び
全
て
の
行
動
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
式
の
訴
訟
手
続

10
（
事
務
所
の
職
員
が
犯
し
た
自
動
車
に
係
る
交
通
犯
罪
に
つ
い
て
の
訴
訟
手
続
及
び
事
務
所
の
職
員
が
所
有
し
、
若
し
く
は
運
転
し
、
又
は
事
務
所
の
職
員

の
た
め
に
運
行
さ
れ
る
自
動
車
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
損
害
に
つ
い
て
の
訴
訟
手
続
を
除
く
。
）
の
免
除
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
が
支
払
っ
た
給
料
及
び
手
当
に
対

す
る
課
税
の
免
除
、
自
己
及
び
被
扶
養
者
に
関
す
る
出
入
国
制
限
及
び
査
証
料
の
免
除
、
自
己
及
び
被
扶
養
者
に
関
し
て
、
国
際
的
危
機
の
場
合
に
お
け
る

帰
国
の
便
益
で
あ
っ
て
外
交
官
に
与
え
ら
れ
る
も
の
と
同
一
の
も
の
、
日
本
国
で
最
初
に
そ
の
地
位
に
就
く
際
に
関
税
の
免
除
を
受
け
て
家
具
及
び
手
回
品



三

を
輸
入
す
る
権
利
、
自
己
及
び
被
扶
養
者
に
関
す
る
国
民
的
服
役
義
務
の
免
除
を
享
有
す
る
こ
と
等
を
定
め
る
（
第
十
条
）
。

事
務
所
は
、
事
務
所
の
職
員
の
任
命
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
事
務
所
の
職
員
の
氏
名
等
を
、
個
別
に
か
つ
遅
滞
な
く
、
政
府
に
通
告
す
る
こ
と
、
政

11
府
は
、
当
該
通
告
を
受
け
た
と
き
は
、
事
務
所
の
職
員
に
任
命
さ
れ
た
者
に
対
し
、
身
分
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
等
を
定
め
る
（
第
十
一
条
）
。

こ
の
協
定
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
特
権
及
び
免
除
は
、
阻
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
事
務
所
の
機
能
並
び
に
当
該
特
権
及
び
免
除
を
与
え
ら
れ
る
者
の
完
全

12
な
独
立
を
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
お
い
て
確
保
す
る
た
め
に
の
み
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
事
務
局
長
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
規
則
に
従
っ
て
特
権
及
び
免
除
の
濫
用
を
防
止

す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
予
防
措
置
を
と
る
こ
と
並
び
に
特
権
又
は
免
除
の
濫
用
が
発
生
し
た
と
政
府
が
認
め
る
場
合
に
は
、
要
請
に
よ
り
、
そ
の
濫
用
が
発

生
し
た
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
た
め
に
政
府
と
協
議
す
る
こ
と
等
を
定
め
る
（
第
十
二
条
）
。

事
務
局
長
は
、
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
免
除
が
裁
判
の
進
行
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
事
務
所
の
利
益
を
害
す
る

13
こ
と
な
く
当
該
免
除
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
免
除
を
放
棄
す
る
権
利
及
び
義
務
を
有
す
る
こ
と
を
定
め
る
（
第
十
三
条
）
。

事
務
所
は
、
日
本
国
に
お
い
て
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
は
、
当
該
契
約
の
他
の
当
事
者
の
要
請
に
よ
り
、
当
該
契
約
の
解
釈
又
は
履
行
か
ら
生
ず
る
紛

14
争
が
い
ず
れ
か
の
当
事
者
の
要
請
に
よ
っ
て
私
法
上
の
仲
裁
手
続
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
仲
裁
条
項
を
含
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
、
事
務
所
は
、

私
法
的
性
格
を
有
す
る
紛
争
の
適
当
な
解
決
方
法
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
は
、
事
務
所
の
職
員
の
雇
用
契
約
に
関
す
る
紛
争
及
び
こ

の
協
定
に
よ
っ
て
免
除
を
享
有
す
る
事
務
所
の
職
員
に
係
る
紛
争
の
適
当
な
解
決
方
法
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
、
こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
適
用

に
関
し
、
政
府
と
Ｏ
Ｉ
Ｅ
と
の
間
の
紛
争
又
は
政
府
と
Ｏ
Ｉ
Ｅ
と
の
間
の
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
で
あ
っ
て
、
交
渉
又
は
他
の
合
意
さ
れ
た
解
決
方
法

に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
な
い
も
の
は
、
一
定
の
手
続
を
経
て
仲
裁
廷
に
付
託
す
る
こ
と
、
仲
裁
廷
の
決
定
は
、
最
終
的
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
政
府
及
び
Ｏ

Ｉ
Ｅ
を
拘
束
す
る
こ
と
等
を
定
め
る
（
第
十
四
条
）
。

事
務
局
長
は
、
常
に
裁
判
の
正
当
な
実
施
を
容
易
に
し
、
警
察
、
火
災
防
止
、
公
衆
衛
生
及
び
労
働
監
督
に
関
す
る
法
令
そ
の
他
類
似
の
法
令
の
遵
守
を

15
確
保
し
、
並
び
に
こ
の
協
定
に
定
め
る
特
権
及
び
免
除
の
濫
用
を
防
止
す
る
た
め
、
日
本
国
の
関
係
当
局
と
常
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
、
こ
の
協
定

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
特
権
及
び
免
除
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
日
本
国
の
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
は
、
当
該
特
権
及
び
免
除
を
享
有
す
る
全
て
の
者
の
義
務

で
あ
る
こ
と
、
こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
安
全
保
障
の
た
め
に
全
て
の
予
防
措
置
を
と
る
政
府
の
権
利
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
定

め
る
（
第
十
五
条
）
。



四

こ
の
協
定
の
改
正
に
関
す
る
協
議
は
、
政
府
又
は
Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
い
ず
れ
か
一
方
の
要
請
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
い
か
な
る
改
正
も
、
相
互
の
合
意
に
よ
っ
て
行

16
わ
れ
る
こ
と
を
定
め
る
（
第
十
六
条
）
。

こ
の
協
定
の
効
力
発
生
及
び
終
了
に
つ
い
て
定
め
る
（
第
十
七
条
）
。

17
三

協
定
の
実
施
の
た
め
の
国
内
措
置

こ
の
協
定
の
実
施
の
た
め
に
は
、
新
た
な
立
法
措
置
及
び
財
政
措
置
を
必
要
と
し
な
い
。


